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と き　8月 14 日（水）
　　 　17：30　開場
　　 　18：00　開演

ところ　市民会館川之江会館ホール

演奏曲目
祝典行進曲　ライジング・サン
あまちゃんメインテーマ　など

　 川之江高等学校　58-2061

広報９月号は
９/1 （日） 発行です

アドバイザー　ふるさとを語る
～アメリカ西海岸から見た四国中央市～

　四国中央市ふるさとアドバイザーの石川です。今年の４月からカリフォ
ルニア大学バークレー校の客員研究員として生活を始めて数か月になりま
す。少し生活には慣れてきたように思いますが、子どもの学校生活や日常
の風景では、日々驚き、感心することが多く、これまでとは全く違う生活
を送っています。
　海外から見た四国中央市ですが、「日本の紙のすばらしさ＝四国中央市
のすばらしさ」の一言です。日本の紙質の良さと価格の安さ（ティッシュ
ペーパーは 1箱 2ドル）はおそらく世界一です。生活しなければこれらの
ものは購入することはなく、どの用途の紙でもその質の良さと価格の安さ
は、日本にいると気づかなかったことです。
　こちらではことある毎にカードや手紙を送ります。どこのスーパーでも
棚 2本分くらいにレターセットやカードが並べられています。ひとつひと
つを見ると、作りは雑で紙質はよくなくても、口で伝えるだけでなく、文
字で伝える文化が根付いていることを実感します。四国中央市では書道パ
フォーマンス甲子園が開催されていますが、墨で書いた文字の美しさやパ
フォーマンスだけでなく、それを支える紙質やその強さが浸透すると、さ
らに紙の用途や販路が拡がることをこちらのスーパーの紙製品売場からは
教えられます。商品だけではなく、文化も同時に輸出することが国内市場
狭隘

あい

化を超える手段かもしれません。

石川和男さん
昭和 43 年生まれ
（アメリカ・カリフォ
ルニア在住）

現在
専修大学商学部教授

東北大学大学院修了
博士（経営学）

専門はマーケティング
論、流通論

川之江高校吹奏楽部
第 36 回定期演奏会

四国中央市民吹奏楽団
第 23 回定期演奏会

と　き　8月 24 日（土）
　　　　18：00　開場
　　　　18：30　開演
ところ　土居文化会館

　　　　（ユーホール）

ゲスト　川之江北中学校吹奏楽部
司会　らくさぶろう
入場料　500 円

（高校生以下、身障者手帳提示の方は無料）

今回はノンクラシックコンサートです！
みなさんお馴染みの曲をお届けします！

　 四国中央市民吹奏楽団
　 090-2825-8814（平田）

川之江南中学校演劇部
第 19 回公演～夏

な つ ふ よ う

芙蓉～
と　き　8月 11 日（日）
　　　　午前の部　11：00 ～
　　　　午後の部　13：30 ～
ところ　川之江文化センター 2階ホール

　 川之江南中学校
　 28-6286

入場
無料


